
 

 

 

ILO－JEITAセミナー 

グローバル・サプライチェーンにおける 

責任ある労働慣行と持続可能な事業の両立を目指して 

～日本の電子・電機企業と海外の事例に学ぶ～ 

 

電子情報技術産業協会（JEITA）は、企業の社会的責任（CSR）に関する取り組みにおいて、国際労働機

関（ILO）との協力を進めており、「アジアにおける責任あるサプライチェーン」プロジェクトにも協

力しています。 

 

本プロジェクトは、EUが中心となり資金を拠出し、アジア 6カ国（日本、中国、ミャンマー、フィリ

ピン、タイ、ベトナム）で実施するもので、アジアのサプライチェーンにおいて人権、労働、環境に

関する国際規範である「ILO多国籍企業及び社会政策に関する原則の三者宣言（ILO多国籍企業宣言）」

と「OECD多国籍企業行動指針」の尊重を促し、包摂的成長かつ持続可能な開発の達成を目指すもので

す。本プロジェクトにおいて、ILOは、ILO多国籍企業宣言を用いて、CSRと責任ある企業行動（RBC）

を促進するため、日本企業の海外進出先（サプライチェーン含む）における雇用労働に関する取組み

に焦点を当て、その積極的役割と課題を議論することで、アジアのサプライチェーン全体を通じたデ

ィーセント・ワークの実現を目指しています。 

 

ILOは、日本企業のアジアのサプライチェーンにおける取組みおよび役割の調査分析（事例収集含む）

を行うため、JEITA CSR委員会の協力を得て、2018年に CSR委員会加盟企業のアジアにおける労働 CSR

の全体像を把握するための予備調査を行った後、2019年に各社の事例の詳細を把握するためのヒアリ

ングを実施し、この度、調査結果をとりまとめました。 

 

ILO と JEITA が共催する本セミナーは、本プロジェクトの調査結果と労働 CSR における具体的な事例

を発表し、アジアのサプライチェーンにおける日本の電子・電機業界の労働 CSR分野での役割を議論

することで、JEITA会員企業をはじめとする関係者が、CSRと RBCに関する国際的な基準の遵守を促進

するための具体的な取組み、および労働 CSRと持続可能な事業の両立の実現に向けて持つべき視点等

について、学んでいただくことを目的としています。 

 

サステナビリティ、CSR、リスク管理、コンプライアンス、調達、人事労務管理、広報、法務などの業

務に携わる皆様は、是非ご参加ください。 

 

＜開催概要＞ 

日 時：2019年 11月 11日（月）13:00-16:50 

会 場：TKP東京駅セントラルカンファレンスセンター ホール 12A 

東京都中央区八重洲 1-8-16 新槇町ビル 12F（JR東京駅 八重洲中央口 徒歩 1分） 

主 催：国際労働機関（ILO）、一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA） 

ご参加登録： 

・申込フォームよりお申込みください。 

・事前登録制で定員になり次第募集を締め切ります。参加費は無料です。 

・対象は、JEITA会員および会員の関係会社、ILO又は JEITAの招待者です。 

https://www.ilo.org/tokyo/standards/WCMS_577671/lang--ja/index.htm
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/csr/pdfs/takoku_ho.pdf
https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/cc-tokyoeki-central/access/
https://www.jeita.or.jp/cgi-bin/form_mineral/form.cgi


 

 

プログラム： 

•本セミナーは、同時通訳付です。 

•プログラムは、予告なく変更される場合があります。 

時間 テーマ、登壇者等 

12:30 開場・受付開始 

13:00 – 13:10 開会挨拶 

•福田 里香 JEITA CSR委員会委員長（パナソニック株式会社 CSR・社会文化部 部長） 

•フレディ・グアヤカン ILOアジア太平洋地域総局プログラムマネージャー 

13:10 – 13:20 冒頭スピーチ 

•ガブリエレ・ロ モナコ 氏 駐日欧州連合代表部通商部一等書記官 

13:20 – 13:50 報告書概要の発表 

日本企業の事例を含む調査結果を紹介します。 

•後藤 健太 氏 関西大学経済学部教授 

13:50 – 14:55 

 

【パネルディスカッション(1)】アジアのサプライチェーンにおける日本の電子・電機

企業の労働 CSR事例と課題 

日本企業における労働 CSR の取組み事例を紹介するとともに、利点や課題等について

議論します。 

•後藤 健太 氏 関西大学経済学部教授（モデレーター） 

•相馬 季子 氏 株式会社東芝 CSR経営推進室室長 

•西森 国男 氏 日本電気株式会社 サプライチェーン統括本部シニアエキスパート  

•冨田 秀実 氏 ロイドレジスタージャパン株式会社 取締役 

14:55 – 15:10 休憩 

15:10 – 15:40 アジアのサプライチェーンにおける課題と労働 CSR を推進する上での日本企業への期

待－各国調査を踏まえて－ 

中国の電子業界ならびにタイの自動車部品業界における調査を踏まえた日本企業への

期待等について説明します。 

•フレディ・グアヤカン ILOアジア太平洋地域総局プログラムマネージャー 

15:40 – 16:50 【パネルディスカッション(2)】アジアのサプライチェーン上での労働 CSR推進におけ

るホーム国としての日本の役割と今後の方向性 

労働 CSR の促進について政労使等の関係者間での意見交換を行い、各々の果たすべき

役割、協働の可能性および本プロジェクト等を活用した今後の取り組み等について議

論します。 

•熊谷 謙一 氏 ILO協議会事業企画委員（モデレーター） 

•渡辺 正道 氏 厚生労働省大臣官房国際課 国際労働・協力室室長 

•福田 里香 JEITA CSR委員会委員長（パナソニック株式会社 CSR・社会文化部 部長） 

•細川 哲孝 氏  電機連合中央執行委員 広報情報戦略部長兼国際部長 

•後藤 健太 氏 関西大学経済学部教授 

•フレディ・グアヤカン ILOアジア太平洋地域総局プログラムマネージャー 

16:50 閉会 

 

 

 



 

 

（注） 

「アジアにおける責任あるサプライチェーン」プロジェクトは、欧州連合（EU）が中心となって

資金援助し、EU、ILO、経済開発協力機構（OECD）が共同で実施するプロジェクトであり、この

セミナーは、ILOがこのプロジェクトの下で JEITAと協力し開催するものです。  

 

 

 

 

＜本セミナーの問合せ先＞ 

一般社団法人 電子情報技術産業協会 政策渉外部（國場、宮崎） TEL: 03-5218-1052 

 

以上 

 


